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幼稚園における任意の運動あそびプログラムへの参加状況と 
幼児体力テストの結果との関係 
Relationship between children’s fitness test results and participation 
frequency in physical fitness programs 
 
高見京太 1）、涌井忠昭 2） 
Kyota Takami, Tadaaki Wakui 
 
［Abstract］ 
    This study aimed to examine the relationship between the results of children’s fitness test and participation 
frequency in the extracurricular program of physical fitness in preschool. The subjects were 158 children aged 
four or five years old.  Children’s fitness tests were as follows: 10 meter agility shuttle, balance beam walking, 
jumping on one foot in a continuous circle, ball throwing, and standing long jump. There were two types of 
exercise programs: one was the play of motion seeking to acquire a variety of moves and  mat exercise and 
horizontal bar work etc. (PE); the other was water play and swim-based activities (SWIM). Both programs were 
divided into small groups, and conducted for about 45 minutes. The number of participants in each program was 
as follows: PE: n=46, SWIM: n=15, BOTH (both PE and SWIM): n=75, NON (Nonparticipation): n=22. 
Physical fitness test scores were compared with the average value of each group and the following results were 
obtained. In the 10 meter agility shuttle, there was a significant difference between SWIM and NON. In the ball 
throwing and standing long jump, NON was significantly lower compared to PE, SWIM and BOTH. 
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1. 緒言 
文部科学省が1964年から行っている「体力・運
動能力調査」によると、子どもの体力や運動能力
は1985年ごろから下降が続き、現在も依然として
低い水準である1)。この原因として、生活がどん
どん便利になるとともに、ゲーム機などの娯楽機
器の普及によって、身体を動かさなくてもできる
ことや楽しいことが増えてきたため、子どもたち
の日常生活における身体活動量が減少したことが
考えられる。これを裏付けるように、 1 日あたり
の子どもの歩数を年代ごとに比較すると、1979年
から1997年までの20年間で約半分になっている2)。
また、子どもが外で遊びたいと思っても、その場
所を確保することができなかったり、防犯の観点
から安心して子どもを外で遊ばせられなくなって
きていることも、子どもの身体活動量を減少させ
る要因となっている。実際に小学生の総遊び時間
は、1975年頃から1995年頃にかけてほぼ半減し、
特に外遊び時間は約1/3に減少していることが報
告されている3)。 
ところが、下降が続いた体力・運動能力調査の
成績が、2008年ごろには歯止めがかかり、一部に
は向上の兆しが見られる種目も出てきた1)。この
ような結果をもたらしたのは、子どもの体力低下
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が深刻化する中、中央教育審議会答申4）は子ども
の体力向上を促す総合的な対策を提唱し、文部科
学省が「子どもの体力向上推進事業」の取り組み
を実施するなどの対策を進めてきたことが影響し
ていると考えられる。「子どもの体力向上推進事
業」では、全国各地の小学校が大学や研究機関な
どと連携し、学校を基盤とした「体つくり運動」
などを用いた体育の授業カリキュラムに関わる試
みや、健康教育の中での試みがなされてきた。こ
れらの他にも各方面から、子どもの体力向上を目
指す取り組みがなされ、保護者をはじめとする大
人の意識も変わってきたことが、徐々に成果とし
て表れはじめてきたためと考えられる。 
一方、就学前の幼児に目を向けてみると、文部
科学省の体力・運動能力調査に類するものはない
が、各所で研究者が個々に幼児の体力に関する調
査研究を行っている。その中の代表的な研究とし
て、杉原ら5)が1960年代から2000年代に至る幼児
の運動能力についての調査を行っている。この結
果によると、幼児の体力も小学生以上と同様に
1985年ごろをピークに低下傾向にあることが明
らかにされている。そこで、多くの幼稚園では、
子どもたちの体力向上を目指し、体を動かして遊
んだり、スポーツに親しむ機会を提供するための、
さまざまな取り組みを行ってきた。ただし、その
取り組み方は様々で、正課の保育活動の中に組み
込んで、全園児に対して遊びやスポーツを系統立
てて指導したり、保育時間後にいくつかの運動遊
びのプログラムを用意して希望者を募って実施す
るなど、各園の方針によって決定されている。い
ずれにしても、幼児の多くは幼稚園や保育所に通
園しており、多くの時間を園内で過ごすことから、
園における生活の中に体力や運動能力の向上に結
び付く取り組みを進めることは重要である。 
この様な園における子どもたちの体力向上を目
指した取り組みの検証を行った研究として、藤田
ら6)が、体育指導員によって週に 1 回、 1 時間程度
の運動遊びを指導している園の方が、指導を行っ
ていない園よりも体力テストの成績が良いとの報
告をしている。しかし、森ら7)は、保育時間内に
系統立てて運動指導をすると、実際に体を動かす
時間が縮小してしまい、特別な運動指導を実施し
ていない園の方が運動能力の成績が高いと報告し
ている。このように、取り組みの方法によって成
果が異なることから、より効果の高い方法を見つ
けるためには、さらに多くの検証を行う必要があ
る。そこで本研究は、幼稚園が正規の保育時間を
終えた後に、希望者を募って実施する運動遊びプ
ログラムへの参加状況と、幼児体力テストの成績
との関係を検討することを目的とした。 
 
2. 方法 
2.1 被検者と運動遊びプログラムの内容 
被検者は対象とした幼稚園の 4 歳および 5 歳児
クラスの全園児158人(男児:69人、女児:89人)で
あった。運動遊びプログラムは 2 種類あり、 1 つ
は室内においてマット、跳び箱、鉄棒、ボールな
どを使い多様な運動動作が実践できる運動あそび 
(以下:体育あそび)であり、 1 か月に 2 から 3 回開
講され、 1 年間で19回実施された。もう 1 つは室
内プールにおいて水泳の基礎を含む水中での運動
あそび(以下:水泳あそび)であり、 1 か月に 3 回か
ら 4 回開講され 1 年間で29回実施された。どちら
のプログラムも25人程度のグループに分かれて、
専門的な知識と技術をもつ指導者のもと、 1 回あ
たり約45分間実施された。これらのプログラムへ
参加する手順は、年度初めに大体の人数を把握す
ることを目的に、参加を希望するプログラムごと
に登録をすることになっているが、開催される日
の朝に参加費の500円を担任教員に支払うことで
参加申し込みが完了する。したがって、その日の
都合や子どもの体調などにより欠席することもあ
れば、事前に登録していない子どもが参加するこ
ともできる。そこで、本研究では、 1 年間に体育
あそびのみに10回以上参加したものを体育あそ
び群、 1 年間に水泳遊びのみに15回以上参加した
ものを水泳あそび群とし、どちらにもあてはまる 
1 年間に体育あそびに10回以上、水泳あそびに15
回以上参加したものを両方参加群とした。そして、
これらの 3 群にあてはまらないものを不参加群に
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分けて、各群の人数と身体的特徴および握力を
表 1 に示した。 
 
表 1 . 各群の年齢、身長、体重、および握力の平
均値および標準偏差 
体育あそび
(n=46)
5.8 ± 0.6 111.7 ± 6.3 19.3 ± 3.0* 7.2 ± 3.1 6.7 ± 2.9
水泳あそび
(n=15)
5.8 ± 0.6 112.0 ± 5.3 19.7 ± 2.4* 8.5 ± 3.1 7.8 ± 2.8
両方参加
(n=75)
5.6 ± 0.6 111.0 ± 5.3 18.5 ± 2.5 8.3 ± 2.4 7.6 ± 2.5
不参加
(n=22)
5.5 ± 0.6 108.3 ± 5.4 17.1 ± 2.4 7.3 ± 3.2 6.7 ± 2.9
*:P<0.05(不参加との差)
握力 右
(kg)
握力左
(kg)
年齢
(歳)
体重
(kg)
身長
(cm)
 
 
2.2 幼児体力テストの測定 
本研究で実施した幼児体力テストは、日本体育
協会スポーツ科学委員会8)が編集した 5 種目であ
り、10m折り返し走、平均台歩き、円周連続片足
とび、ボール投げ、立幅とびであった。対象とし
た幼稚園では、この幼児体力テストを毎年11月の
中旬に実施しており、本研究ではこの時に測定し
た体力テストの成績を検討の対象とした。 
10m折り返し走は、走力、敏捷性、平衡機能を
評価することを目的とし、屋外の平坦な場所で
10m先の対象物をさわってスタートラインまで戻
る時間を計測した(図 1 )。平均台歩きは、平衡機
能を評価することを目的とし、高さ30cm、幅10cm、
長さ3mの平均台を渡りきるまでの時間を計測し
た。円周連続片足とびは、持久力、平衡機能を評
価することを目的とし、半径3.4mの外円と半径
3.1mの内円とで作られる幅30cmの円形のコース
を反時計回りに片足とびで進み、疲れて続けられ
なくなるまでの距離を計測した(図 2 )。ボール投
げは、腕や肩の筋力、投げる技能を評価すること
を目的とし、小学校用 1 号のドッジボールを投げ
させ、その距離を1m間隔で計測した。立幅とびは、
瞬発力を評価することを目的とし、踏み切り線か
ら両脚で跳び、着地した足の踏み切り線に近い方
のかかとの位置までの最短距離を計測した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 1 . 10ｍ折り返し走のコース8) 
 
 
 
図 2 . 円周連続片足とびのコースと測定の様子 8) 
 
 
2.3 統計処理 
 得られたデータは、平均値±標準偏差で表した。
各群のデータは一元配置の分散分析で解析し、
Scheffeの多重比較検定を用いて群間の比較を行
った。解析にはSPSSver.15.0 for Windowsを用いて
行い、統計的有意水準はP<0.05とした。 
 
3. 結果 
表 2 に、体力測定の成績を群別に平均値と標準
偏差で示した。10m折り返し走は、不参加群と水
泳遊び群との間に、有意な差がみられた。また、
ボール投げと立幅とびにおいては、不参加群の成
績は、体育あそび群、水泳あそび群および両方参
加群よりも有意に低く、ボール投げは平均値で 
1 m以上、立ち幅跳びは平均値で10cm以上の差が
あった。一方、平均台歩きと円周連続片足とびに
は、いずれの群の間にも有意な差はなかった。 
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表 2 . 各群の幼児体力テストの成績の平均値およ
び標準偏差 
 
 
 
 
 
 
 
4. 考察 
幼児体力テストの成績は、運動あそびプログラ
ムに参加しているか否かで比較すると、どちらに
も参加していない子どもたちよりも、いずれかの
運動遊びプログラムに参加している子どもたちの
方が高い傾向がみられた。特に、ボール投げと立
ち幅跳びについては、その傾向が明確であり、不
参加群は体育あそび群、水泳あそび群および両方
参加群よりも有意に低い値であった(図 3 、 4 )。
体育あそびには、ボールを投げたりジャンプをす
るなどの内容が含まれていることから、ボール投
げや立ち幅跳びの成績の向上との関連が予想でき
るが、水泳あそびの実施がどのように影響を及ぼ
しているかは不明である。しかし、小学生を対象
とした体力・運動能力テストにおいて、運動に取り
組む頻度と、持久走、20mシャトルラン、ボール投
げ、上体起こしの成績との間に有意な相関関係が
ある1)ことから、その内容に関わらず運動実施が
体力テストの成績を向上させる可能性は十分に考
えられる。しかし、運動に取り組む頻度が多いこ
とが体力テストの成績を向上させるのであれば、
両方参加群が最も成績が良いはずであるが、その
ような結果ではなかった。 
これは、発育期における子どもの体力と身体の
発育の個人差が強く影響しているためと考えられ
る。つまり、本研究の不参加群は、他の 3 群と比
較して身長、体重ともに小さく、平均値で身長は
2.7cm以上、体重は1.4kg以上の差があった。特に
水泳あそび群と不参加群との間における体重の差
は2.6kgと有意であった。このことが図 5 に示すよ
うに10m折り返し走の成績に、水泳遊び群と不参
加群との間にのみ有意な差が得られた理由の一部
を説明することができると考えられる。したがっ
て、幼児体力テストの成績に影響を及ぼすものは、
運動に取り組む頻度とともに、身体の発育も大き
いことに注意する必要がある。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 5 . 各群の10m折り返し走の成績      
体育あそび
(n=46)
6.9± 0.7 5.9± 3.1 34.8± 19.6 3.8± 1.5* 105.6± 18.8*
水泳あそび
(n=15)
6.5± 0.6* 5.5± 2.8 28.9± 10.9 4.0± 1.4* 108.7± 15.2*
両方参加
(n=75)
6.7± 0.6 6.1± 3.8 31.0± 17.4 3.7± 1.4* 104.7± 15.9*
不参加
(n=22)
7.0± 0.7 8.5± 6.7 29.4± 17.4 2.7± 1.2 92.9± 18.5
*:P<0.05(不参加との差)
ボール投げ
（ｍ）
立幅とび
（ｃｍ）
10m折返し走
(秒)
平均台歩き
(秒)
円周片足とび
（ｍ）
0
1
2
3
4
5
6
体育あそび 水泳あそび 両方参加 不参加
ボール投げ(m)
P<0.05
P<0.05
P<0.05
図 3 . 各群のボール投げの成績 
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図 4．各群の立ち幅跳びの成績 
0
2
4
6
8
体育あそび 水泳あそび 両方参加 不参加
10m折返し走(秒)
P<0.05
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さらに、本研究の対象とした幼稚園で実施して
いるような自由参加のプログラムには、もともと
活発で運動に自信のある子どもが参加する傾向が
強い可能性がある。したがって、運動プログラム
に参加することによって体力テストの成績が向上
したというよりも、運動能力の高い子どもがプロ
グラムに参加している可能性もある。しかし、本
研究では、幼稚園が実施する運動あそびプログラ
ム以外の運動習慣等を調査していないため、プロ
グラムに参加していない子どもたちも、実は幼稚
園の内外で活発に運動を実施している可能性もあ
り、必ずしも運動嫌いや身体活動量が少ないとは
限らない。ただし、一般成人向けに健康教室など
を開催すると、健康に自信のある人ばかりが参加
し、生活習慣の改善が必要な人はあまり参加しな
いという問題点が指摘されていることからも、今
後、運動プログラムに参加していない子どもたちの
状況や幼稚園が実施する運動遊びプログラム以外
の運動習慣についても、詳しく調査する必要がある。 
しかし、本研究で対象とした幼稚園では158人
のうちの86％となる136人もの子どもたちが、何
れかのプログラムに参加していた。また、常に子
どもたちの様子を観察する立場である保育者によ
ると、どの子もプログラムを毎回楽しみにしてお
り、上手にできるかどうかよりも、体を動かして
思い切り遊ぶこと自体を楽しんでいるとのことで
あった。つまり、子どもたちの大部分は、自由参
加のプログラムであっても、自信があるか否かに
かかわらず、楽しいから参加しているものと考え
られる。そして、藤田ら6)が意図的な働きかけに
よって幼児の運動能力に良い影響を与えると報告
していることからも、このような運動遊びプログ
ラムが適切に実施されれば、子どもたちの体力向
上に十分に役立つと考えられる。したがって、今
後は積極的に参加しようとしない子どもたちが、
参加したくなるような仕掛けを整えていくことも
重要であると考えられる。 
本研究では、運動遊びに参加する子どもたちは、
参加していない子どもたちよりも体力テストの成
績が高い傾向にあることが分かった。しかし、そ
の因果関係を明確にすることはできなかった。た
だし、運動遊びプログラムなどの意図的な働きか
けが、幼児の体力向上に良い影響を与えることは
明確である。そして、その働きかけは、個々の体
力要素の向上や、スポーツの技術を指導するより
も、体を動かして遊ぶことの楽しさを伝えること
に重点を置いて、遊び方を提案したり自由に遊べ
る環境を整えることが重要である。そして、最終
的には子どもたちが自ら進んで身体を動かす習慣
を身に着けるようにしなければならない。このよ
うな働きかけは幼稚園や保育所の中だけではなく、
保護者などの大人も、子どもを取り巻く環境を十
分に理解したうえで、家庭や地域において積極的
に取り組む必要がある。 
 
5. まとめ 
幼稚園が正規の保育時間後に希望者を募って実
施する運動遊びプログラムへの参加状況と、幼児
体力テスト(日本体育協会スポーツ科学委員会編)
の結果との関係を検討することを目的とした。被
検者は 4 歳および 5 歳児クラスの園児158人(男
児:69人、女児:89人)であった。運動あそびプロ
グラムは 2 種類あり、 1 つは室内において、マッ
トや鉄棒などを含む多様な運動動作の習得を目的
とした体育あそびであり、もう 1 つは室内プール
において、水泳の基礎を含む水泳あそびであった。
どちらのプログラムも小グループに分かれて、 1 
回あたり約45分間実施された。プログラムへの参
加状況は、体育あそび群が46人、水泳あそび群が
15人、体育あそびと水泳あそびの両方参加群が75
人であり、不参加群は22人であった。体力テスト
の結果を、群ごとの平均値で比較したところ、有
意な差が得られたのは、10m折り返し走が水泳あ
そび群と不参加群の間で、また、ボール投げおよ
び立幅とびでは、体育あそび群、水泳あそび群、
両方参加群と不参加群の間であり、いずれもプロ
グラムに参加している幼児の方が、参加していな
い幼児よりも好成績であった。      
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